
令和 5 年度様式 

事事  業業  報報  告告  書書  

１ 支 援 団 体 名 長崎よか川交流会 

２ 事 業 名 称 水防災講習会開催及び 7.23 竹灯りのつどい開催事業 

３ 実 施 日 時 水防災講習会 ；令和５年７月１６日 7.23 竹灯りのつどい ；令和５年７月２３日 

４ 実 施 場 所 水防災講習会 ；長崎県庁会議室 7.23 竹灯りのつどい ；中島川公園眼鏡橋 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

【水防災講習会】  ７月１６日（日） 13：30～17：00  長崎県庁３階会議室 

長崎大水害の発生から４０年以上が経過し、長崎大水害の実態を知らない世代が

多くなったことから、水害後に災害の発生状況や被害状況の調査及び研究をされ

た長崎大学の夛田教授に長崎大水害の概要についての講演をしていただいた。 

また、多くの災害現場で提唱されている自助・共助・公助について、熊本県内で街

角防災教室などを開催している NPO 白川流域ﾘﾊﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸの金子代表にその概

念について講演していただいた。長崎市防災危機管理室、長崎県河川課、国土交

通省長崎河川国道事務所から災害時の情報取得方法や対応についての情報提

供がありました。 

【7.23 竹灯りのつどい】  ７月２３日（日）  18：00～21：00 中島川眼鏡橋河畔 

４月２９日に竹灯籠の材料となる竹材伐採を行い、その後延べ 39 人が竹灯籠の製

作に参加しました。7 月 23 日中島川河畔において 18 時から 21 時の間製作した竹

灯籠モニュメントを点灯し、鈴木長崎市長始め多くの市民や旅行者が訪れました。 

（事業実施効果） 

講演会には多くの大学生が参加しており、長崎大水害の状況について初めて知っ

た参加者も多く、災害の実態に驚いていました。また、災害を経験した世代の市民

は災害の怖さを再認識するとともに防災意識を新たにしていました。 

７月２３日に開催した「7.23 竹灯りのつどい」では散策等で訪れた多くの市民や旅

行者に竹灯籠のモニュメントの前で長崎大水害の犠牲者の追悼の思いを持っても

らうとともに災害への備えなど意識を新たにしてもらうことができた。 

６ 参 加 内 訳 

総人数 水防災講習会 45名 7.23竹灯りのつどい 約 200名 

（１）主催者参加 水防災講習会 5名 7.23竹灯りのつどい  26名 

（２）日本人参加（（１）を除く） 水防災講習会 40名 7.23竹灯りのつどい 約 150名 

（３）外国人参加（（１）を除く） 水防災講習会 0名 7.23竹灯りのつどい 約 20名 

７ 今 後 の 方 針 

長崎大水害の発生から４０年以上が経過し、長崎大水害の実態を知らない世代が

多くなったことから、市民に防災意識を持ってもらう取り組みとして、知識を習得する

「水防災講習会」と災害犠牲者の思いをつなぐ「7.23 竹灯りのつどい」をセットとし

て今後も継続して開催したい。 
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水防災講習会 会場の状況（2023.7.16） 水防災講習会 夛田氏講演 

水防災講習会 金子氏講演 7.23 竹灯りのつどい 竹の伐採状況（2023.4.29） 

7.23 竹灯りのつどい 会場の状況（2023.7.23） 7.23 竹灯りのつどい 竹灯籠メインモニュメント 

テーマ「長崎大水害に学ぶ」

テーマ「自助・共助・公助について」

犠牲者の数と同じ299個のハートが彫り込まれています 
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